2025(R.7)年度　冬季自己評価
（モンテッソーリ教育勉強会に参加しない教職員）

	
	評　　価　　項　　目

	1
	キリスト教の幼稚園で勤務するにあたって、自分の信仰や信念と、どのように折り合いをつけていますか

	
	・とても心地よくいられる
・神父様の話を通し、理解しようと努力している
・業務の一環として割り切っている
・神仏を敬う気持ちはキリスト教も同様
・人を大切にする教育として園の教育方針を尊重するよう心掛けている

	2
	当園ではモンテッソーリ教育を実践していますが、ご自身の業務の中での関連について、どのよう
に感じていますか、また、どのように実践していますか

	
	・保育の生活面の中で、教える時に静かにやって見せることを意識している
・今まで声を掛け過ぎていたと感じる。見守ることで一人でもできることが多いと感じる
・挨拶、言葉遣い、行動で子どもたちの手本になれるよう、自分の行いを見返す事が必要
・子ども同士で助け合っている様子から、自主性や思いやりが育っていると感じる
・他の保育者の対応を見て学ぶことは多い

	3
	それぞれの仕事をするうえで、自分の仕事にやりがいや喜びを感じ、責任をもって楽しく働いていま
すか

	
	・一日の終わりにもう少し違った対応が出来たかも、と思うことが増えた
・子どもの成長に触れられ、やりがいを感じる。思っている事はあるが、大変なこともありできない
ことも多い。
・子どもたちに接するにあたり、自覚と責任を持ち自身の体調を整えたい。

	4
	失敗したり、つらいことやうまくいかなかったりしたときは、どのように解決していますか

	
	・失敗の時、対策するために同じクラスの保育者に相談している
・ミスをした時は、すぐに報告をし、謝り、改善策を考える

	5
	お互いに協力し合い、常に人の思いに寄り添うような温かい言葉がけや励まし、感謝の気持ちを伝えていますか

	
	・「ありがとうございます」の気持ちをすぐに伝えるようにしている
・相手の立場になって考えるように、想像力を発揮したい
・保育はチームワークが大切だと思う。協力し、相手の気持ちを受け入れるようにし、一緒に考えていきたい。
・相手の思いに共感するようにしている



考　察
・キリスト教の園また、モンテッソーリ教育を実践している園であることをそれぞれが認識し、理解を深めようとしている。
・仕事に対して大変さを感じながらも、前向きな気持ちで日々過ごしている。
・立場は違っても、チームワークを大切にしようという心がけを感じる。


